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令和５年度  基本理念及び基本方針
 

 
令
和
五
年
度 

基
本
理
念
及
び
基
本
方
針

Ⅰ
．
基
本
理
念

利
用
者
に
希
望
と
安
ら
ぎ
を

職
員
に
笑
顔
と
や
り
が
い
を

地
域
に
感
謝
と
貢
献
を

Ⅱ
．
行
動
指
針

１
．
私
た
ち
は
、
常
に
利
用
者
の
立
場
に
立
っ
て
、
笑
顔
で
支
援

し
ま
す
。

２
．
私
た
ち
は
、
希
望
に
満
ち
た
笑
顔
溢
れ
る
職
場
づ
く
り
に
努

め
ま
す
。

３
．
私
た
ち
は
、
地
域
に
根
差
し
た
、
地
域
と
共
に
あ
る
法
人
運

営
を
目
指
し
ま
す
。

Ⅲ
．
基
本
方
針
［
共
通
事
項
］

１　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上

⑴　

自
ら
が
所
属
す
る
事
業
所
の
職
員
と
し
て
、
課
題
の
抽
出

及
び
改
善
の
提
案
が
積
極
的
に
行
え
る
よ
う
な
職
場
環
境

作
り
に
努
め
る
と
と
も
に
、
事
業
所
目
標
を
明
確
に
し
、

職
員
間
で
協
力
し
て
組
織
力
強
化
を
図
り
ま
す
。

⑵　

法
人
の
事
業
所
を
利
用
す
る
一
人
ひ
と
り
の
人
権
を
尊
重

し
た
権
利
擁
護
及
び
虐
待
の
防
止
に
努
め
る
た
め
に
虐
待

防
止
委
員
会
並
び
に
身
体
拘
束
廃
止
委
員
会
の
体
制
を
整

備
し
、
良
質
且
つ
安
心
・
安
全
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
実

現
す
る
た
め
の
組
織
体
制
の
構
築
と
必
要
な
整
備
に
努
め

ま
す
。

２　

人
材
確
保
と
人
材
育
成
・
職
場
定
着

⑴　

次
世
代
を
担
う
新
卒
者
の
確
保
と
実
務
経
験
を
生
か
し
た

活
躍
が
期
待
さ
れ
る
中
途
採
用
者
の
獲
得
に
向
け
て
、
法

人
の
広
報
活
動
を
積
極
的
に
展
開
し
、
内
定
者
が
希
望
と

期
待
を
持
っ
て
入
職
で
き
る
よ
う
な
フ
ォ
ロ
ー
体
制
を
構

築
し
ま
す
。

⑵　

質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
目
指
し
、
職
員
の
専
門
知
識

及
び
技
能
の
習
得
に
向
け
た
研
修
を
体
系
的
且
つ
階
層
別

に
行
い
ま
す
。

⑶　

職
員
の
経
営
へ
の
参
画
意
識
の
醸
成
に
取
り
組
み
、
情
報

の
共
有
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
り
や
す
い
組
織
風

土
作
り
を
目
指
し
ま
す
。

３　

地
域
福
祉
の
推
進
に
向
け
た
連
携
と
地
域
貢
献

⑴　

積
極
的
な
情
報
発
信
と
と
も
に
、
各
関
係
機
関
と
連
携
し

な
が
ら
障
害
児
・
者
か
ら
介
護
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
ま

で
幅
広
い
支
援
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。

⑵　

地
域
に
お
け
る
日
常
生
活
・
社
会
生
活
上
の
支
援
を
必
要

と
す
る
方
々
に
対
し
て
、
無
料
又
は
低
額
な
料
金
に
よ
る

新
し
い
公
益
的
な
サ
ー
ビ
ス
の
展
開
を
図
り
ま
す
。

４　

相
談
支
援
体
制
の
充
実

⑴　

支
援
を
必
要
と
し
て
い
る
方
々
が
ど
の
よ
う
な
生
活
を
望

ん
で
い
る
の
か
、
そ
の
た
め
に
は
、
ど
う
い
う
支
援
を
必

要
と
し
て
い
る
の
か
、
相
談
者
の
立
場
に
立
っ
て
福
祉

サ
ー
ビ
ス
等
の
選
択
や
自
己
決
定
が
で
き
る
よ
う
支
援
し

ま
す
。

⑵　

自
立
支
援
協
議
会
や
定
例
会
等
に
積
極
的
に
参
加
し
、
各

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
等
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り

に
努
め
ま
す
。

５　

感
染
予
防
の
徹
底

⑴　

感
染
症
予
防
対
策
は
も
と
よ
り
、
そ
の
他
の
感
染
症
に
利

用
者
並
び
に
職
員
等
に
罹
患
者
が
発
生
し
た
場
合
に
も
、

必
要
な
措
置
を
講
じ
、
安
心
・
安
全
に
継
続
的
に
利
用
で

き
る
、
働
け
る
施
設
・
事
業
所
を
目
指
し
ま
す
。

⑵　

感
染
が
疑
わ
れ
る
又
は
感
染
し
た
事
例
・
症
例
が
発
生
し

た
場
合
に
備
え
、
各
事
業
所
に
お
け
る
業
務
継
続
計
画
を

策
定
し
、
感
染
拡
大
の
防
止
及
び
早
期
の
業
務
復
旧
が
で

き
る
よ
う
最
善
の
対
策
を
講
じ
、
実
践
し
ま
す
。

［
障
害
者
部
門
］

１　

利
用
者
本
位
の
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

⑴　

利
用
者
本
人
の
個
性
や
特
性
及
び
意
思
を
尊
重
し
、
本
人

に
寄
り
添
っ
た
専
門
的
且
つ
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

を
実
現
し
ま
す
。

⑵　

重
度
高
齢
化
が
進
む
事
業
所
で
は
、
安
心
・
安
全
に
過
ご

せ
る
よ
う
に
施
設
並
び
に
環
境
整
備
を
行
い
、
介
護
体
制

の
充
実
に
向
け
た
研
修
を
重
点
的
に
行
い
ま
す
。

２　

就
労
支
援
事
業
の
収
益
向
上
・
工
賃
ア
ッ
プ

⑴　

賃
金
並
び
に
工
賃
の
向
上
に
向
け
て
収
益
性
・
採
算
性
や

コ
ス
ト
を
意
識
し
た
経
営
を
目
指
し
、
不
採
算
事
業
の
再

構
築
を
図
り
ま
す
。

⑵　

利
用
者
個
々
の
能
力
に
応
じ
た
作
業
内
容
を
提
供
す
る
こ

と
で
、
や
り
が
い
を
も
っ
て
継
続
し
て
取
り
組
め
る
環
境

を
整
え
ま
す
。

３　

一
般
就
労
支
援

⑴　

就
労
移
行
・
Ａ
型
・
Ｂ
型
利
用
者
を
問
わ
ず
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
、
障
害
者
職
業
セ
ン
タ
ー
及
び
障
害
者
就
業
・
生
活
支

援
セ
ン
タ
ー
等
と
緊
密
な
連
携
の
も
と
、
一
般
就
労
を
希

望
す
る
方
々
の
就
労
支
援
及
び
定
着
支
援
に
努
め
ま
す
。

４　

地
域
生
活
へ
の
移
行
と
地
域
生
活
の
支
援

⑴　

地
域
で
自
立
し
た
日
常
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
利
用
者
の
方
々
の
意
思
や
人
格
を
尊
重
し
、
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
へ
の
移
行
等
、
利
用
者
の
立
場
に
立
っ
た
適
切

な
支
援
に
努
め
ま
す

［
障
害
児
部
門
］

１　

利
用
さ
れ
る
子
供
の
健
や
か
な
成
長
と
家
族
へ
の
支
援

⑴　

本
人
の
力
を
十
分
に
認
め
、
家
族
等
の
思
い
に
寄
り
添
い

な
が
ら
、
発
達
に
応
じ
た
適
切
な
支
援
に
努
め
ま
す
。

２　

支
援
の
質
の
向
上
と
資
質
・
能
力
の
向
上

⑴　

支
援
に
必
要
な
ス
キ
ル
の
習
得
を
図
れ
る
よ
う
、
自
己
研

鑽
に
努
め
、外
部
・
内
部
研
修
等
に
積
極
的
に
参
加
し
ま
す
。

３　

各
関
係
機
関
と
の
連
携
・
地
域
支
援

⑴　

児
童
発
達
支
援
を
行
う
事
業
所
と
し
て
、
支
援
の
輪
が
児

童
主
体
と
な
る
よ
う
に
各
関
係
機
関
と
の
連
携
を
密
に

し
、
適
切
な
支
援
を
提
供
し
ま
す
。

［
高
齢
者
介
護
部
門
］

１　

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
特
長
を
活
か
し
た
サ
ー
ビ

ス
の
提
供

⑴　

入
居
者
の
意
志
・
人
格
を
尊
重
し
、
入
居
者
が
相
互
に
社

会
的
関
係
を
築
き
、
自
立
し
た
日
常
生
活
が
送
れ
る
よ
う

支
援
し
ま
す
。

⑵　

地
域
や
家
庭
と
の
結
び
つ
き
を
重
視
し
た
運
営
を
行
い
、

各
関
係
機
関
並
び
に
他
事
業
所
等
と
の
連
携
に
努
め
、サ
ー

ビ
ス
の
質
の
向
上
及
び
断
続
的
な
利
用
を
促
進
し
ま
す
。

２　

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る
訪
問
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
在

り
方

⑴　

可
能
な
限
り
居
宅
に
お
い
て
、
そ
の
有
す
る
能
力
に
応
じ

自
立
し
た
日
常
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
家
族
の
方
々
の
身
体

的
か
つ
精
神
的
な
負
担
の
軽
減
を
図
り
ま
す
。

Ⅳ
．
重
点
目
標

１　

利
用
者
確
保
と
利
用
率
の
向
上

⑴　

提
供
し
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、
第
三
者
評
価
基
準

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
い
て
課
題
点
と
改
善
点
を
職
員
で

共
有
し
、福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
に
取
り
組
み
ま
す
。

⑵　

近
年
の
感
染
症
禍
の
中
で
も
、
利
用
者
が
生
き
が
い
や
や
り

が
い
を
感
じ
ら
れ
る
生
産
活
動
や
日
中
活
動
メ
ニ
ュ
ー
の
検

討
や
充
実
に
取
り
組
み
ま
す
。

⑶　

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
常
に
考
慮
し
た
安
心
・
安
全
な

サ
ー
ビ
ス
提
供
を
行
い
ま
す
。

２　

経
営
基
盤
の
強
化

⑴　

制
度
や
報
酬
改
定
等
の
情
報
を
熟
知
し
、
経
営
課
題
の
改

善
に
努
め
、
経
営
の
安
定
化
を
図
り
ま
す
。

⑵　

幹
部
会
議
等
の
内
容
を
充
実
さ
せ
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
強
化
と

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
遵
守
を
徹
底
し
ま
す
。

⑶　

五
ヶ
年
中
長
期
計
画
に
沿
っ
た
新
規
事
業
や
施
設
整
備
の

検
討
を
行
い
、
経
営
の
安
定
化
の
為
、
不
採
算
部
門
事
業

の
合
理
化
や
再
編
を
進
め
る
な
ど
、
人
手
不
足
時
代
に
即

し
た
人
員
の
効
率
化
を
図
り
ま
す
。

３　

人
材
の
育
成
と
働
き
や
す
い
職
場
作
り
及
び
人
材
の
育
成

⑴　

職
場
に
お
け
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
に
努
め
職
場
の
雰
囲

気
や
働
き
や
す
い
環
境
作
り
な
ど
、
定
着
に
向
け
た
体
制

を
構
築
し
ま
す
。

⑵　

職
員
間
及
び
上
司
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
徹
底

し
、
風
通
し
の
良
い
職
場
作
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

⑶　

職
員
一
人
ひ
と
り
が
や
り
が
い
や
充
実
感
を
持
ち
な
が
ら

働
き
、
仕
事
上
の
責
任
を
果
た
す
と
と
も
に
、
家
庭
や
地

域
生
活
な
ど
に
お
い
て
も
、
多
様
な
生
き
方
が
選
択
・
実

現
で
き
る
よ
う
な
環
境
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。
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令和４年度  決算報告

令和4年度社会福祉法人敬和会の決算につきまして，下記のとおりご報告いたします。

（単位：円） （単位：円）

予算 決算
差異

（予算-決算）
当年度 前年度

増減

（当年度-前年度）

事業活動収入計 1,189,053,000 1,209,406,356 -20,353,356 サービス活動収益計 1,171,857,872 1,148,856,513 23,001,359

事業活動支出計 1,120,423,000 1,034,795,041 85,627,959 サービス活動費用計 1,081,307,951 1,041,649,440 39,658,511

事業活動資金収支差額 68,630,000 174,611,315 -105,981,315 サービス活動増減差額 90,549,921 107,207,073 -16,657,152

施設整備等収入計 0 83,861 -83,861 サービス活動外収益計 37,548,484 37,832,280 -283,796

施設整備等支出計 147,409,000 146,651,734 757,266 サービス活動外費用計 10,179,847 10,448,789 -268,942

施設整備等資金収支差額 -147,409,000 -146,567,873 -841,127 サービス活動外増減差額 27,368,637 27,383,491 -14,854

その他の活動収入計 114,065,000 2,997,008 111,067,992 経常増減差額 117,918,558 134,590,564 -16,672,006

その他の活動支出計 123,310,000 10,953,239 112,356,761 特別収益計 83,858 1,665,945 -1,582,087

その他の活動資金収支差額 -9,245,000 -7,956,231 -1,288,769 特別費用計 2,456,536 4,814,683 -2,358,147

当期資金収支差額合計 -110,439,000 20,087,211 -130,526,211 特別増減差額 -2,372,678 -3,148,738 776,060

前期末支払資金残高 824,154,004 824,154,004 0 当期活動増減差額 115,545,880 131,441,826 -15,895,946

当期末支払資金残高 713,715,004 844,241,215 -130,526,211 前期繰越活動増減差額 1,764,166,976 1,634,891,153 129,275,823

当期末繰越活動増減差額 1,879,712,856 1,766,332,979 113,379,877

その他の積立金取崩額 1,085,000 0 1,085,000

その他の積立金積立額 840,297 2,166,003 -1,325,706

次期繰越活動増減差額 1,879,957,559 1,764,166,976 115,790,583

（単位：円）

当年度末 前年度末 当年度末 前年度末 増減

1,041,569,540 1,077,780,734 222,069,130 280,002,546 -57,933,416

1,989,171,000 1,927,338,947 206,979,790 215,034,447 -8,054,657

1,673,887,756 1,599,835,581 負債の部合計 429,048,920 495,036,993 -65,988,073

315,283,244 327,503,366

166,770,846 166,770,846 0

510,765,111 534,702,059 -23,936,948

44,198,104 44,442,807 -244,703

1,879,957,559 1,764,166,976 115,790,583

純資産の部合計 2,601,691,620 2,510,082,688 91,608,932

資産の部合計 3,030,740,540 3,005,119,681 負債及び純資産の部合計 3,030,740,540 3,005,119,681 25,620,859

【資金収支計算書】 【事業活動計算書】

-12,220,122

令和5年3月31日現在

　　基本財産

　　その他の固定資産

-36,211,194

74,052,175

61,832,053

　　流動資産

　　固定資産

（自）令和4年4月1日 （至）令和5年3月31日

負債の部

　　流動負債

（自）令和4年4月1日 （至）令和5年3月31日

【貸借対照表】

資産の部

増減

　　次期繰越活動増減差額

　　固定負債

　　基本金

　　国庫補助金等特別積立金

25,620,859

　　その他の積立金

純資産の部

令和4年度 社会福祉法人 敬和会 決算報告書
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事業所便り

今回は余暇活動についてご紹介したいと思います。知覧育成園・けいわでは、合同クラブ活動や社会参加活
動等、利用者の方に楽しんでもらえるような取り組みを毎月行っています。
今回ご紹介するのは７月に行った合同クラブ活動についてです。７月の活動では、かき氷づくりとカラオケ
大会をして楽しみました。暑い夏には冷たいかき氷が食べたくなりますよね！おかわりされる方も多く、大好
評でした。かき氷を食べた後はカラオケ大会を行い、自慢の歌声を披露しました。その他の月では、魚釣りゲー
ムや七夕飾りづくり、的当てゲームなど様々な活動を行いました。日々の作業とは違った活動は、利用者の方々
に喜ばれています。

           障害者支援施設    　　　 　障害者自立支援センター

知覧育成園       けいわ

知覧育成園の寮での生活について簡単に紹介したいと思います。
朝起きたら、洗面所にて身だしなみを整えます。その後居室の掃除を行い、食堂にて朝食を済ませたら作業
の時間です。
作業を１日頑張り、夕方寮に戻ると入浴・夕食を済ませます。その後は自由時間となり、居室にてゆっくり
過ごす方や談話室に集まり利用者さん同士で話す方、健康のために散歩をする方もいます。
休日の晴れた日には布団を干し、コップの洗浄、換気をすることでコロナウイルスの感染予防に努めていま
す。他にもカラオケやたこ焼きを作る等、休日ならではの活動をすることもあります。
毎日の作業を一生懸命頑張り、利用者の皆さんそれぞれが充実した寮生活を送っています。

次は知覧育成園の寮についてご紹介したいと思います。
昨年から寮の増築、改修が始まり、12月には「さくら寮」が完成しました。新しいお風呂場や居室で快適
な寮生活を送られています。現在は「コスモス寮」を改修中です。今年中には寮の改修が終わり、すべて１人
部屋になる予定です。これから益々工事が進み、新たな「コスモス寮」「サツキ寮」の完成を皆さん心待ちに
されています！

ー  余暇活動  ー

ー 寮の改修が進んでいます ー

七夕飾りづくり 魚釣りゲーム かき氷づくり・カラオケ大会

改修されたコスモス寮

ゴールデンウィークには 広
くなったホールに て、 たこ
焼きやパンケーキを作っ て
楽しみました♪
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事業所便り

障害者就労支援センターみらい障害者就労支援センターみらい
障害者就労支援センターみらいでは、Ａ型１８名、Ｂ型２６名の利用者

の皆さま方と令和５年度の活動がスタートしました。

施設長から、「今年は感染症の影響も落ち着き、数年前の生活が戻って

くる可能性が期待される中で、新しい生活が送れ、未来にかける思いをそ

れぞれ持った年になるのではないか」とのお話をいただき「みんなで念ず

れば花開く」という言葉をもって、今年度もみらいの職員、利用者の皆様

と一致団結して取り組んでいくことを伝えていただきました。

利用者の皆さまに、充実した活動を提供できるように我々職員も気持ち

を切り替えて、日々の支援に努めてまいります。

障害者自立支援センターぱれっと

★親善球技大会に出場しました★

　４月２９日に令和５年度知的障害関係施設親善球技大会が桜島溶岩グ

ラウンドで開催されました。みらいからはＡ型の方が４名ティーボール

競技に参加しています。

　結果は準優勝！なんと今年度鹿児島県で開催される九州大会に出場す

ることができるとのことで、皆さんとても喜んでいらっしゃいました。

九州大会への出場決定まで含めて、とても充実した時間を過ごすことが

できたのではないかと思います。

☆★外出活動☆★ ☆★ミニ夏祭り☆★

６月23日 ( 金 ) は外出活動で水族館に行きました。
お弁当をみんなでおいしく食べたあとは、お待ちかねの

水族館散策。海の底で生活する深海魚や優雅に泳ぐジンベ
イザメなどにみなさん興味津々でした。
最後はイルカショーを観覧。飛び跳ねるイルカたちの

ショーを大満喫しました。
笑顔あふれる楽しい外出活動となりました。

7月29日 ( 土 ) はミニ夏祭りを開催しました。
午前中は縁日あそびということで、駄菓子の購入体験を

しました。たくさんのお菓子を手にして、みなさんとても
嬉しそうでした。
午後は知覧祗園祭りの様子を観覧し、その後は手作りの

かき氷を食べました。冷たいかき氷、とてもおいしかった
です。
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事業所便り

　第２回　グラウンドゴルフ大会　ハーモニー杯

を行いました。晴天に恵まれた中、地域の方々と

の交流を行いながら、優勝を目指して思い思いに

プレーされていました。地域の方々も気さくに話

しかけてくださり、とても楽しい充実したひとと

きを過ごすことができました。

ハーモニー就労支援センター

ハーモニー自立支援センター

　７月恒例の七夕飾り作りを行いました。夢や希

望が天高く星まで届くように願いを込めて、　完

成後は、廊下に飾りました！
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事業所便り

サポートセンターる・トレフル
生活介護

グラウンドゴルフ、卓球

　グラウンドゴルフや卓球、ボウリング、風

船バレーなど、様々な球技を活動でおこなっ

ています。グラウンドゴルフでは、ホールイ

ンワンが出ることもあります！卓球の活動

は、九州大会に出場される方もいて、毎回、

白熱した戦いが繰り広げられています。

児童発達支援
畑で遊ぼう

　毎年、畑で芋や夏野菜を植えています。
今年も早速、夏野菜のピーマンやナスビ、
オクラの収穫をおこないました。暑い中、
大きな野菜を見つけるために、畝の周りを
たくさん歩いて一生懸命、探していました。
秋になったら芋掘り！大きな芋の収穫がで
きるのを楽しみにしています。

放課後等デイサービス
制作、感謝の手紙を書こう

　制作では、こいのぼりを作りました。色
紙を細かく丁寧にちぎって鱗を作り、貼る
時も鱗の色を考えながら貼り、素敵なこい
のぼりが完成しました！
　感謝の手紙を書こうでは、ご家族やお友
だちに向けて手紙を書きました。手紙をも
らう人のことを考えながらうれしかったこ
とや感謝の気持ちを書いていました。
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事業所便り

・サポートハウス・サポートハウス
サポートセンターサポートセンター

夏 祭 り夏 祭 り夏 祭 り
第２回第２回第２回第２回

夏 祭 り

★7月２２日（土）に、夏祭りを開催しました！
★お祭りでは、たこ焼きビンゴゲーム、うちわ・缶バッチの
工作コーナー、ヨーヨー釣り、おもちゃ釣り、かき氷コーナー
を実施しました。
★各コーナー、親子で一緒に参加し、和気あいあいとした様子
が見られ、短い時間でしたが、多くの方から「楽しかった！」
と嬉しい言葉をいただきました。

祭
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事業所便り

グループホーム知 覧
　各ホームでは、その月々で誕生日会を行っています。ここ数年はコロナ禍で部屋食中心であった為、食卓を囲ん
での久しぶりの誕生日会となりました。誕生日の主役のご本人はもちろん、「好きな料理や美味しい手料理を皆さん
で顔を合わせ、世話人さんの作る手料理を仲良く食べることが楽しい」と喜ばれていました。

　グループホーム知覧では、毎月各ホームの代表者が集まって、自治会を行っています。会では、各ホームでの課
題や要望を話し合うことはもちろんのこと、年に数回の交流会についても話し合われ、その内容は各ホームにも持
ち帰られて、意見を集めることで、皆さんが楽しんでもらえるような行事を企画しています。コロナ禍で、交流会
の開催も見合わせていましたが、今年から再開するということで企画して、今回は７月１４日（金）にラウンドワ
ンでボウリング・カラオケ、オプシアミスミで食事・買い物を楽しみました。皆さん久しぶりのまとまっての外出
活動だったこともあり、「楽しかった」「また交流会で楽しいイベント等を行いたい」という声が多く聞かれました。
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事業所便り

特養ユニット

　身体機能の維持と、気分転換
を兼ねて、ゲームや調理等のレ
クリエーションに取り組んでい
ます。
　平均年齢９２歳！！日々の生
活に楽しみを持ち、いつまでも
元気に過ごしていただきたいと
思います。

特別養護老人ホーム

　行事を通して季節を感じてい
ただけるよう、また、利用者様
同士のコミュニケーションが図
れるよう、いろいろな計画を立
てています。敬和の郷ショート
ステイをまた利用したいと思っ
ていただけると嬉しいです。

ショートステイユニット
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とぴっくす

開園記念行事 (マラソン大会 )

　開園31年目を迎えた4月11日に開園記念行事として4年ぶりにマラソン大会を開催しました。コロナウイルス

感染拡大防止対策のため、法人としての合同行事がほとんど中止となっており、多くの利用者の皆さんが参加して行

う行事は本当に久しぶりのことでした。

　マラソンとウォーキングの2つのコースがあり、皆さん自分の体力に合わせて、自分のペースでそれぞれ楽しまれ

ていらっしゃいました。

親善球技大会

　4月29日桜島グラウンドと補助体育館にて親善球技大会が開催されました。県内各地から多くの施設が参加され、

ティーボール、グラウンドゴルフ、ソフトバレーボールの3種目で熱戦を繰り広げました。敬和会の利用者の皆さん

は日頃の練習の成果を発揮され、ソフトバレーボール優勝、グラウンドゴルフヘビークラス優勝・準優勝、ティーボー

ル準優勝と素晴らしい成績を収められました！参加された皆さん、おめでとうございます。

鹿児島県障害者スポーツ大会

　5月 21日鹿児島県障害者スポーツ大会が開催されました。敬和会から多くの利用者の皆さんが出場され、日頃の
練習の成果を存分に発揮していました。
　その中で、ジャべリックスロー (壮年男子 )に出場されたけいわの西山嘉一さんと樋高幸男さん、ボウリング (壮年 )
に出場されたぱれっとの原田喜直さんの3名が10月に鹿児島県で開催される特別全国障害者スポーツ大会に出場す
ることになりました。3名の皆さん、全国大会でもがんばってください。
　また、7月 24日には全国大会に向けて炬火リレーが実施され、西山さんと原田さんがランナーとして参加、知覧
の街を走られました。
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社会福祉法人 敬和会 ✍ 編集後記 ✍

　暑い日が続いていますね。今年

は 10月に鹿児島県で「燃ゆる感

動かごしま大会・特別全国障害者

スポーツ大会」が開催されます。

　敬和会からも３名の利用者の方

が選手として選ばれ、一生懸命練

習に励んでいらっしゃいます。鹿

児島県での開催はめったにないこ

とです。私たちも大会を盛り上げ

ていけたらと思います。

障害者自立支援センター ぱれっと

藤野　翔太

◇〒897-0302　南九州市知覧町郡9047-1
✤ 障害者支援施設 知覧育成園

Tel: 0993-83-4800
✤ 障害者自立支援センター けいわ

Tel: 0993-83-4800
✤ 障害者自立支援センター ぱれっと

Tel: 0993-83-2367
✤ グループホーム知覧

Tel: 0993-83-4800

◇〒897-0302 南九州市知覧町郡8892-36
✤ 障害者就労支援センター みらい

Tel: 0993-83-3321

◇〒897-0302　南九州市知覧町郡135
✤ なんさつ障害者就業・生活支援センター

Tel：0993-58-7020

◇〒897-0302　南九州市知覧町郡17175-1
✤ サポートセンター る・トレフル　

Tel：0993-78-4575

◇〒891-0150　鹿児島市坂之上8丁目36-51
✤ 自立支援センター ハーモニー

Tel：099-208-0350

◇〒891-0150　鹿児島市坂之上8丁目7195-1
✤ 就労支援センター ハーモニー　　

Tel：099-297-6311

◇〒891-0150　鹿児島市坂之上4丁目8-50
✤ サポートセンター ら・フロレゾン　　　　　　　

Tel：099-814-7455
✤ サポートハウス ら・フロレゾン

Tel：099-202-0660

◇〒897-0302　南九州市知覧町郡5998-1
✤ 特別養護老人ホーム ちらん敬和の郷     

Tel：0993-58-7080
✤ ホームヘルプ 敬和の郷　　　 　　

Tel：0993-76-0833

　　　　　　　 新任職員紹介・編集後記

〜スタッフ募集〜

　敬和会では、いっしょに働いてくださ

る職員を募集しております。勤務地・職

種・雇用形態等につきましては、お気軽

にお問い合わせください。

お問い合わせは・・・

敬和会本部 畠中まで

☎ 0993-83-4800

新
任
職
員
紹
介

大
村　

隆
就
（
知
覧
育
成
園　

生
活
支
援
員
）

　

今
年
度
か
ら
入
職
し
ま
し
た
。
笑
顔
と
日
々
の
楽
し

さ
を
お
届
け
出
来
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

井
尻　

蒼
空
（
知
覧
育
成
園　

生
活
支
援
員
）

　

４
月
か
ら
入
職
し
ま
し
た
。
初
め
て
の
こ
と
ば
か
り

で
す
が
、
精
一
杯
頑
張
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

長
野　

幸
則
（
け
い
わ　

生
活
支
援
員
）

　

６
月
か
ら
入
職
し
ま
し
た
。
安
心
し
、
落
ち
着
い
た

生
活
が
送
れ
る
よ
う
お
手
伝
い
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い

で
す
。

山
下　

舞
（
け
い
わ　

生
活
支
援
員
）

　

７
月
か
ら
入
職
し
ま
し
た
。
利
用
者
の
方
が
笑
顔
で

過
ご
せ
る
よ
う
、
支
援
を
行
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

峰
元　

朋
子
（
ぱ
れ
っ
と　

生
活
支
援
員
）

　

４
月
か
ら
勤
務
し
て
い
ま
す
。
利
用
者
様
一
人
一
人

の
笑
顔
を
大
切
に
、
明
る
く
皆
さ
ん
と
活
動
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

海
老
原　

加
代
子
（
ぱ
れ
っ
と　

生
活
支
援
員
）

　

４
月
か
ら
勤
務
し
て
お
り
ま
す
。
利
用
者
様
の
自
立

に
む
け
て
手
助
け
を
出
来
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

重
野　

朱
李
（
ぱ
れ
っ
と　

生
活
支
援
員
）

　

４
月
か
ら
ぱ
れ
っ
と
で
働
い
て
い
ま
す
。
ま
だ
知
識

も
経
験
も
不
足
し
て
い
ま
す
が
、
み
な
さ
ん
と
楽
し
く

過
ご
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

若
松　

優
子
（
ら
・
フ
ロ
レ
ゾ
ン　

指
導
員
）

　

こ
れ
ま
で
保
育
士
で
習
得
し
た
ス
キ
ル
を
生
か
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
日
々
と
ま
ど
い
の

連
続
で
す
が
、前
へ
前
へ
と
進
め
る
自
分
に
な
り
ま
す
。

濵
田　

祥
子
（
ら
・
フ
ロ
レ
ゾ
ン　

管
理
栄
養
士
兼
調
理
員
）

　

皆
様
が
喜
ん
で
下
さ
る
よ
う
な
給
食
、
お
や
つ
作
り

を
目
標
に
頑
張
り
ま
す
の
で
、
宜
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

原
薗　

剛
（
ち
ら
ん
敬
和
の
郷　

介
護
福
祉
士
）

　

４
月
か
ら
入
職
し
ま
し
た
。
入
居
者
様
を
第
一
に
考

え
た
ケ
ア
を
行
い
、
入
居
者
様
が
ち
ら
ん
敬
和
の
郷
で

過
ご
し
て
良
か
っ
た
と
思
っ
て
頂
け
る
よ
う
に
支
援
し

て
い
き
ま
す
。

森
迫　

真
央
（
ち
ら
ん
敬
和
の
郷　

介
護
福
祉
士
）

　

大
変
な
事
も
あ
り
ま
す
が
、
達
成
感
を
得
ら
れ
る
仕

事
だ
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。
先
輩
方
に
相
談
す
る
と
一

緒
に
考
え
て
も
ら
え
る
こ
と
で
不
安
も
解
消
さ
れ
、
仕

事
に
向
き
合
う
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。


